
































は世界の各地を巡り、1966 年から 71 年までの作品を収めた第一句集『國境』2）（72 年）を上梓する。












































梶山千鶴子は 1925 年京都市上京区に生まれた。1939 年で京都府立第二高等女学校入学、「親鸞上





折りしも 1964 年 4 月、外貨持ち出し枠の制限付きで海外旅行が自由化された。梶山は早くも 66 年
に平安博物館のグループと共に韓国に旅行している。67 年台湾、68 年にはグアム・サイパン・メキ
シコ・アメリカと海外旅行に頻繁に出かけ、69 年れもん社から出版された合同句集『めろん集』に
も参加する。70 年 2 月にはアメリカ西海岸 20 日間の旅行、10 月には香港・マカオを商売関係の人達
と訪れ、多くの海外詠をなした。71 年には俳人協会会員となり、翌 72 年第 1句集『國境』を出版し
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た。78 年に第 2句集『濤の花』を上梓する。80 年には多田裕計が死去した。85 年 8 月に第 3句集
『一の矢』を上梓したが 11 月には夫登を失った。88 年 8 月に主宰誌「きりん」を創刊している。
平成に入っても創作意欲は衰えず、第 4句集『鬼は外』（90 年）第 5句集『一人芝居』（96 年）第
6句集『結』（99 年）第 7句集『墨流し』（06 年）と 4冊の句集を刊行した。72 歳になった 1997 年か





句集『國境』は、「遅ざくら」（65 年）「鶴一羽」（66 年）「ザボン売り」（67 年）「メヒコの国」（68
年）「北の馬」（69 年）「鮭切身」（70 年）「出雲の雪」（71 年）の年代ごと 7部に分けて掲載されてい




























































































































































































第 5部「北の馬」（1969 年）と第七部「出雲の雪」（1971 年）には海外詠は存在せず10）、その間の




その後「貴船 二句」「丸山芭蕉堂 一句」「室生寺 二句」「長谷寺牡丹 八句」「詩仙堂 二句」
「山梨 四句」「鞍馬 一句」「信州 二句」「大阪茨木耶蘇村 一句」「東北三大祭の旅 十一句」「石
山吟行 七句」そして海外詠の「香港 四句」を挟んで「明日香村 八句」「泉岳寺 一句」「金沢 六































1960 年代と 70 年代の間に一つの、そして大きな転換点がある。（山口誠「米領グアム島にみる日本人観光の
特性とその歴史性」2010 年 3 月関西大学経済・政治研究所「調査と資料」第 107 号現代産業社会と人間関係
研究班『現代社会における人間関係とリスク』所収）
2）『梶山千鶴子全句集』 2013 年 2 月 東京四季出版刊







夜と花野」（文京学院大学外国語学部文京学院短期大学紀要（6） 2007 年 2 月）の中で「摩天楼より新緑がパ
セリほど」という句に触れつつ海外俳句の普及者としての鷹羽狩行を高く評価している。普及への貢献は別
問題として、彼が「摩天楼より新緑がパセリほど」という句を発表した昭和 44 年には、梶山の第一句集
『國境』の海外詠 69 句中 59 句が成立しており、皮肉なことに 44 年は唯一の「休止期」ですらある。筆者は
海外詠のみ梶山の特徴を見出すわけではないが、単純に海外詠という点に限ってみても重要な先駆者の一人
に数えるべきではあると考えられる。
4） 京都を離れることはなかった。 前句「屠蘇を酌む」は合同句集『結』（2010 年 東京四季出版刊）後句「桃










「解放以後の韓国における開墾事業の展開と火田民の増加－－ 1945 年から 1964 年までを中心に－－」林業經
濟 63（2），16－28，2010－05－20）
7） 改めて照射する力 筆者は日本と韓国との「差異」に注目したが、梶山自身は『梶山千鶴子 自解 150 選』











めぐる 六句」「御室の仁和寺 三句」「新潟、佐渡 十一句」「久里浜に高橋よつ女さんを訪ふ 三句」「れ
もん大会の時、越前平泉寺 一句」「れもん大会の時、大野の宝慶寺にて 一句」「ノサップ岬 六句」「太
秦牛祭 三句」「伊豆大島 三句」「堅田浮御堂 四句」である。また第七部「出雲の雪」の前書きは「雪の
出雲 十句」「逗子 四句」「鎌倉 五句」「円覚寺 六句」「南禅寺に能面打つを見る 二句」「嵯峨、大原
など 十句」「松江 九句」「佐賀 六句」「信州 一句」「女人高野 二句」「南九州 六句」「鵜匠の家 四
句」「足摺 二句」「宇和島闘牛 三句」である。
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A Study on Haiku of Chizuko Kajiyama :
Theory and Practice Art Sightseeing Study ⑦
HIRAI, Ken
Around 1970, Japan was in the midst of rapid economic growth. It was during that period that the
first collection of haiku Country Boundary by Chizuko Kajiyama was published. What is unique to the
collection is that it included a lot of haikus written not only by people in Japan but also by those living
abroad including non-native speakers of Japanese, which previously had never happened in the
history of haiku.
I am appreciative to Chizuko Kajiyama for having compiled Country Boundary for the following
three reasons. First, she was good at composing a haiku herself in a traditional style. Second, she
wrote a large number of haikus abroad. And third, she was successful in incorporating them so
naturally into her Country Boundary . I think we should pay more attention to the works of Kajiyama.
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